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重度・重複障害見の言語的コミュニケーション指導における
絵本の読み聞かせの効果
特別支援教育分野 (14220901) 阿部晃奈
本研究では，障害児に対する絵本の読み聞かせの先行研究を検討した 1-で，会話伝達段
階にある重度・重複障害児に対して絵本の読み聞かせを行い，対象児の言語の発達やコミ
ュエケーションの広がりにもたらす効果について検討した。その結果，対象児の言語発達
やコミュエケーションの広がりを促すためには，子どもの発達や好みに合つお絵本を選書
すること，読み聞かせを繰り返し行うことが重要であることが明らかになった。
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及て用究の背景
絵本の読み聞かせば，幼児期や児童期の子ども
たちを中心として従来から盛んに行なわれている
活動である。絵本の読み聞かせの意義について，
幼稚園に通う幼児の母親に対する質問紙調査を行
った秋田・無藤 (1996)は，多くの母親がs読み
聞かせの中で子どもとふれあったり一緒に空想し
たりすることを読み闘がせの意義と考えていると
報告している。 5歳児に対して集団で絵本の読み
聞かせを行った横山・水野 (2008)は，保育の場
における絵本の読み聞かせの怠義は，読み手の保
育者と聞き手の子どもたちとの安定した信頼関係
の上に共有体験を積み重ねられることであると述
べており，読み手と聞き手の関係のよに絵本体験
が重なり，その絵本体験が読み手と聞き手の関係
も強めると指摘している。健常児に対する絵本の
読み聞かせでは，絵本を介して読み手と聞き手が
ふれあうことで，信頼関係を築きながら，一緒に
絵本を楽しむことが重要であると考えられている。
筆者は，ボランティアヰ教育実習の中で，絵本
の読み聞かせが健常児だけでなく，知的障害児や
発達障害児，重度・重複障害児等，様々な臨床像
の障害児に対しても幅広く行われていることを確
認した。大江・川住 (2013)は，絵本の読み聞か
せは超重度障害児に対しても頻繁に行われてし、る
活動であると報告しているが，実際に実践樹兄を
報告している論文は少なしL
一方で，障害児に対して絵本の読み聞かせを繰
り返し行っていくことで，対象児の言語発達やコ
ミュニケーションの基盤となる相手との信頼関係
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が深まるといった成果が報告されている(松村，
2001 :内出， 2011)。
(2)研究の目的
本研究は，重度・重複障害児への絵本の読み聞
かせが，対象児の言語発達やコミュエケーション
の広がりにどのような効果をもたらすのかを明ら
カ斗こすることを目的とする。
(3)研究の方法
①先行研究の検討
②読み聞かせ実践の分析
2 先行研究の検討
(1)障害児のコミュニケ}ションの発達と絵本の
読み聞かせ
障害児のコミュニケーションの発達について，
Bates， E' C剖国ioni，L' Vol terra， V (1975) は
4つの発達段階があると指摘し，段階を踏んで障
害児のコミュニケーションが発達していくと述べ
ている。その4段階とは，聞き手効果段階といわ
れる子どもの情動の表出を大人が読み取ることで
コミュニケーションが成主主する段階，意図的伝達
段階といわれる指さしゃパイパイのような身振り
による慣用的な表現をする段階，命名伝達段階と
いわれる意味のある言葉を獲得する段階，会話伝
達段階といわれる会話でやり取りをする段階であ
る。つまり，子どもの表出を周囲の大人が受け止
める段階から，身振り等を用いた非言語的なコミ
ュニケーションが成立し，言葉を獲得していくこ
とで言語によるコミュニケーションが成立する。
障害児に対する絵本の読み聞かせの実践報告は，
Batesら (1975)が示した4つのコミュニケーシ
ヨンの発達段階のうち，会話伝達段階の障害児に
対するものが多い。例えば，松村 (2∞1)は，知
的障害幼児の場合，対象児が好む絵本を繰り返し
読み聞かせていくことで，対象児が楽しみながら
物の名称を身に付けていったと報tEAしている。さ
らに，松村 (2001)は，障害児保育では，子ども
たちが絵本を通して豊かな言語体験をするととも
に，絵本の中に子どもたち自身の現実の生活を見
出していると述べている。このことから，好きな
絵本を繰り返し読んでもらうという言語体験が，
現実の生活と結びつきながら，障害児の言葉の世
界を豊かにしていくと考えられる。
(2)重度・重複障害児に対する絵本の読み聞かせ
徳永 (2001)は，障害が重度な場合は，指導者
が子どもに働きかけても子どもが明らかな応答を
示さないため，指導者は指導の糸口をつかむこと
が難しいと述べている。子どもの応答が微弱であ
ること，指導者が子どもの反応を上手く受容でき
ないことにより，重度・重複障害児と指導者との
聞にはコミュニケーションの難しさがある。この
ような子どもたちは， Batesら (1975)が示した
コミュニケーションの発達段階のうち，聞き手効
呆段階であることが多い。子どもの微弱で不明瞭
な反応を大人がどのように受容するのかが，重
度・重複障害児とコミュニケーションをとる上で
重要とされている。
重度・霊複障害児を対象に絵本の読み聞かせを
行った垂髪 (2009)は，言語や身振りでのコミュ
ニケーションが難しい対象児の笑顔を手がかりと
して読み聞かせを行い，その中でのふれあいや情
動の共有を通して，原初的コミュニケーションが
成立する関係を形成することができたと報告して
いる。しかし，重度・重複障害児を対象とした絵
本の読み聞かせの実践報告はこの1件のみに留ま
っている。
(3)先行研究から見えた課題
Batesら (1975)は，障害児のコミュニケーシ
ョンは4つの段階を踏んで発達していくと指摘し
t-:-_o絵本の読み聞かせの実践報告は，その中でも
会話伝途段階の障害児に対するものが多い。実践
報告中の対象児の多くは，比較的障害の程度が軽
度である。一方で，コミュニケーションに難しさ
があるといわれている聞き手効果段階の重度・重
複障害児に対して絵本の読み聞かせを行った実践
(翠業， 2009)もあり，その成果が報告されてい
195 
る。しかし，重度・重複障害児といわれる子ども
たちの臨床像は様々であり，全ての重度・重複障
害児が垂髪 (20ω)の対象児と同じ聞き手効果段
階にあるとは言えない。そこで，会話伝達段階の
重度・重複障害児に対して絵本の読み聞かせを行
うことで，障害の程度にかかわらず，会話伝達段
階の障害児であれば先行研究のような言語発達や
コミュニケーション能力の向上に効果が得られる
のではないかと仮説を立て，実践を試みた。
3 実践と結果
(1)方法
①対象児
Y養護学校小学部重複障害児学級に在籍する福
山型の筋ジストロフィーと診断された4年生の男
児(以下， A児とする)とした。 A児は，実践開
始時10歳であり，パギーに乗って生活している。
鼻腔内留置の経管チューブを介して栄養剤注入に
よる食事をとっており，注入や療の吸引等の恒常
的な医療的ケアを必要としている。相手の話を理
解し， rはいJrいやだj等の言葉で相手に自分の
意思を伝えることができ，ある程度言葉でやり取
りすることができる。しかし，発音が不明瞭であ
るために，言いたいことが相手に伝わりにくいこ
とがある。また， rブーブー」や「わんわん」等，
幼児語を用いることが多い。
②期間
20XX年 11月の2週間とした。
③手続き
読み聞かせは，午前の朝の会終了後の時間また
は尽食の注入の時間に約15分間実施した。読み聞
かせは合わせて7回行い，毎回の読み聞かせはA
児と読み手である筆者が 1対 1で行った。 lセッ
ションを r(1)筆者が用意した絵本の中から A児
がl冊選んで読むJr(2) A児が好きな絵本を本棚
から2冊選んで読む」とし， 3冊の絵本の読み聞か
せで構成した。しかし， A児の健康面に配慮し，
l冊目の読み聞かせが終わった時点で読み聞かせ
を継続するのかA児に確認し，場合によってはl冊
のみで活動を終了することとした。 A児は，読み
聞かせの中で気に入った言葉を自発的に発語する
様子がある。そのため，読み聞かせの中で読み手
が意図的に言葉を取り上げることで， A児の話集
が増加することを想定し，読み聞かせでは， A児
に「これなーに?Jという問いかけをし， A児の
反応を観察しながら読み進めることとした。
④記録
読み聞かせ開始から終了まで， 1台のビデオカ
メラを用いて， A児の衰情や身体の動きが見え，
読み手とのやり取りも確認できるよう前方から読
み聞かせの様子を記録した。
⑤分析
近藤・社元 (2∞8)の分析項目をもとに， A児
の臨床像に応じ，1)自発行動， 2)発語，の2つ
の視財道らピデ村雄投分析した。自発行動は，
(司アイコンタクト(A児が読み手の方を見ること)， 
(b)発声 (A児が「ん」や「あ」という発声によっ
て読み手に注目を求めること)の2点に注目する。
発語は， A児が自ら発語することができる言葉と
それ以外を区別し，読み聞かせの中で自ら発語す
ることができるようになった言葉を明らかにする
ため， (ア)自分から発した言葉， (イ)読み手に問
いかけられて答えた言葉， (ウ)読み手が教えて繰
り返した言葉という 3段階に分類した。
⑤倫理配慮
事前にA児の担任を通して保護者に書面によ
る説明を行い，同意書の提出によって同意を得た。
(2)結果
各セッションの1冊目の読み聞かせ時における
自発行動 ((a)アイコンタクト， (b)発声)の出現
回数を図1に示した。
(a)アイコンタクトは，セッションIでは1回で
あったが，セッションEからセッションVIまで')1買
に2回， 0回， 1回， 6回， 3固と僅かな増減を繰
り返し，セッション四では37回出現した。 (b)発
声は，セッションIでは0回であったが，セッシ
ョンNで23固と出現回数が大幅に増え，セッショ
ンVでは再び0固と下がった。その後，セッショ
ンVIで19回，セッション刊で21回出現した。
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園1.各セッションの1冊目の読み聞かせ時の自発行動
の出現回数
一方，発語に関しては， 7回行ったセッション
の中で出現した単語が合わせて26語である。その
中で， (ワ)読み手が教えて繰り返した言葉から
(イ)読み手に問いかけられて答えた言葉へと変化
した単語が 3語ある。「みかんJi昼Ji次」の 3
語である。また， (イ)読み手に問いかけられて答
えた言葉から(ア)自分から発した言葉へと変化
した単語は「みかん」のみであった。
4 考察
(1)自発行動について
A児の(a)アイコンタクトは，絵本の種類にかか
わらず， A児が読み手に同意を求めたいときや一
緒に歌いたいとき，おもしろさを共有したいとき
に出現する傾向にある。実践中は出現回数にばら
つきがみられた。 A児のその日の体調や読み聞か
せに向かう気持ち等の要因が関係していると考え
られる。また，セッションvnにおける大幅な出現
回数の増加は，通常読み聞かせを行う教室と異な
る部屋で読み聞かせを行ったことによる環境の変
化が要因として考えられる。毎回可能な限り同一
の環境を設定し，絵本の読み聞かせを行うことが
重要である。
(b)発声は，A児が気に入っている絵本の読み聞
かせ時に多く見られる。図lのセッションN，セ
ッション'VI，セッション刊は，全て同じ絵本であ
り，他の絵本の読み聞かせと比較すると，発芦の
回数が多い。このセッションで使用した絵本は，
対象児が特に気に入っている「サンタさん」や「お
に」が繰り返し登場する絵本である。そのため，
「ことを見て欲しい」という意味を示す発声が多
く出現したと考えられ，このことから読み手との
情動の共有を強く求めていたのではないかと推測
できる。ビデオ翫録の中では， A児が発声するこ
とで読み手がA児の見ているものに注目し，同じ
ものを見ながらA児とやり取りをする場面が何度
も確認された。 A児が気に入っている絵本を読む
ことで， A児と読み手とのコミュニケーションが
活発になったと考えられる。これは，絵本の読み
聞かせでは，一人一人の子どもの発達に応じた絵
本や子どもの好みに合った絵本を遺書することが
重要である(松村， 2∞1 ，近藤・社元， 2008)と
の指摘を支持するものであった。
今回の読み聞かせの中では，アイコンタクトや
発声以外のA児の自発行動も確認された。ピデオ
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ま録から確認することができた白捕す動は，「読み
手に握手を求めるJr読み手に頬を近づけるJr膝
を上下に動かすJr歌いながら首を動かすJである。
これらの自発行動は，セッション班以降から出現
し，セッションを重ねるごとに出現回数が増加し
1:.0 r読み手に握手を求めるJr読み手に頬を近づ
ける」は，読み手との旋費量を縮めようとする自発
行動と考えられ， r，膝を上下に動かすJr歌いなが
ら首を動かす」は， A児の楽しさの表現の一つで
あると考えられる。読み聞かせの中で，読み手と
の距離を縮めようとする自発行動が増加している
ことは，読み聞かせやそれ以外の場でのA児と読
み手とのかかわりによって，読み手である筆者と
A児との信頼関係が構築されてきたことで，楽し
さを表現するA児の自発行動もセッションを重ね
るごとにみられるようになったと考えられる。こ
れは，読み聞か司詑L外の場での筆者とのかかわり
や，読み聞かせの中での読み手とのやり取りを積
み重ねることが，対象児との関係をつくる上で重
要である(横山・水野， 2008)との指摘を支持する
ものである。
(2)発語について
読み聞かせの中で， 1回目は読み手の問いかけ
(rこれなーに?J)に答えられず，読み手が ro
0だよ」と教えることでA児が反復していた単語
のうち， 3語は， 2回目以降読み手の問いかけに対
して， A児が自発的に答えることができた。この
うち「晶「みかんJの2語は，どちらもA児が気
に入っている絵本の中に出てくる単語であったa
また， r次」という単語は，ベージをめくる際にs
読み手がA児に「次のページに行ってもいい?J
と確認していた言葉であった。このように毎回の
読み聞かせでの繰り返しが， A児の自発的な発諮
を促したと考えられる。このことから，気に入つ
討会本の中で言葉を取り上げs 読み開力吐を重ね
ることによって同じ言葉を反復することが，重
度・重複障害児においても自発語を増ヰ寸上で有
効であると示唆された。
5 ~IJ違点と課題
本研究では，先行研究を踏まえ，会話伝達段階
にある重度・E重複障害児に対して絵本の読み聞か
せを行い， 3点の成果が得られた。 1点目は，対象
とする子どもの発達や好みに合わせた選書をする
ことで読み手と聞き手のやり取りが増え，自発誇
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も増加するということである。 2点目は，読み聞
かせを積み重ねることで安定した信頼関係が形成
され，それによって子どもの自発的な行動を引き
f士1すことができるということである。 3点目は，
絵本の読み聞かせの中で同じ言葉を繰り返し耳に
することで，対象児の自発語として定着する可能
性が示唆されたことである。
今後の謀題として， 2点挙げる。 l点目は，長期
間にわたって実践を継続することで，結果の妥当
性を実証することである。 2点目は，環境の変化
が対象児の行動に変化を与えてしまうことが示唆
されたため，毎回同ーの環境を設定した上で特ら
れた結果の分析を行うことである。
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